
 

令和５年度 事業報告 

 

概 要 

  我が国が超高齢社会に向かって急速に歩みを進めている中で、元気な高齢者が地域社会の課

題解決の担い手となって活躍するシルバー事業は、ますますその役割を果たすことが求められ

ております。 

令和２年度以降、新型コロナウイルス感染症の感染拡大という事態に見舞われ、雇用情勢をは

じめ社会経済活動は大きな影響を受け、シルバー事業においても会員数や契約額が減少するな

どの大きな影響が出ています。 

このような厳しい状況の中、仲善広域シルバー人材センターでは、新型コロナウイルス感染症

は、5 類感染症に移行され感染者数は減少しましたが、感染防止や健康確保等に十分配慮しなが

ら、新たな就業拡大と減少傾向にある会員確保など強化し、独自に地域性を生かした「中長期計

画」に沿って取り組みました。 

結果、契約額は令和４年度実績を下回りましたが、安全就業指針など就業環境の見直しと適正

就業、事務改善を中心とした組織改革を進めて一応の成果を得ることができました。 

  また、会員の技能向上のための講習会に、ガーデニングや健康講座などの生活に密着した講

習会の開催をはじめ、「女性のつどい」による女性会員のための催しを実施して、シルバー事業

の基本理念である「自主・自立、共働・共助」の精神のもと、地域の高齢者が長年培った知識・

経験・技能を地域で生かし、「地域のお役立て」を掲げたシルバー人材センターの構築に努めて

まいりました。 

  令和５年度の実績を見ますと、全国的な会員数の大幅な減少傾向の中、年度末会員は９３９

人で、５８人の減少となりました。 

対前年度比は、受託・派遣と合わせて受注件数、契約金額共に減となりました。 

  また、会員獲得チャレンジ事業として、友達紹介キャンペーン、入会金免除キャンペーンな

ど会員増強のために色々な方策を実施、併せて退会抑止のための趣味や家庭での実務的な講習

会も行いました。 

昨年に引き続き、各地区センターでの入会説明会を各月３回実施しました。 

「女性のつどい」については、多くの女性会員の要望もあり、健康講座やもみじの会の方々

がソーイング作品の展示即売会を開催、知人・友人に声をかけた一般の住民併せて４３名の方々

の参加をいただきました。 

 働きやすい職場環境を実現するためにハラスメント防止規定を制定しました。 

スマホでの普及啓発に努め、発注者や会員へのアンケート調査を基に、地域ニーズを掌握し

てシルバー事業運営に反映させました。 

  以下、主な事業活動について報告いたします。 

 



 

Ⅰ シルバー人材センター事業 

 

１ 請負・委任による就業機会の提供 

   高齢者の生きがいの充実と福祉の増進を図ると共に、活力ある社会づくりに寄与するため、

臨時的短期的な仕事の就業機会を提供すると共に、多くの会員に就業機会が得られるよう努

めました。 

２ 職業紹介事業 

   臨時的かつ短期的又はその他の軽易な業務を希望する高齢者に職業紹介をすることにより

社会参加の喜びや、生きがい対策を図れる機関としての役割を果たすため、引き続き職業斡

旋事業を取り組みました。 

３ 労働者派遣事業 

   香川県シルバー人材センター連合会仲善広域事務所として、派遣労働を希望する会員を対

象に、労働者派遣による就業機会の提供に努めました。 

４ 新しい生活様式に対応した就業機会の確保 

   高齢者の資質の向上のための技能、技術、知識の取得やサービスの向上を図るため、より

広い分野での仕事の確保と提供を目的として、各種技能講習会を開催しました。 

講習会の開催 

・ヤクルト健康講座        ２８名 ・清掃講習会        ２７名 

・自動車運転技能講習会      ６８名 ・高齢者向け料理講習会   １９名 

・ガーデニング講習会     延４９名 ・交通安全講習会・啓発講義 ３６名 

・業務完了報告システム講習会 延５０名 ・刈払機作業安全講習会   １２名 

・習字(仮名)講習会      延３０名 ・造園(植栽･剪定)講習会 延３９名 

５ 普及啓発活動 

   シルバー事業の理念を周知し信頼を得られるよう、行政機関の広報紙・行政放送（オフト

ーク通信）、ＬＩＮＥのお友達登録と連携したホームページに掲載し、会員向け、住民向け双

方に普及啓発に努めました。 

⑴  会議の開催  ・シルバー事業推進委員会   開催回数３回 

              ・女性会員活動委員会役員会  開催回数３回 

⑵  広報紙掲載  ・善通寺市・まんのう町・琴平町の広報紙 掲載回数１２回 

⑶  会報の発行  ・発行回数２回 

６ 安全・適正就業の推進 

   会員の就業中または就業途上における事故防止のため、安全パトロール指導員によるパト

ロールや、安全運転意識の向上を図るため、安全適正就業講習会の実施や、賠償・傷害事故

当事者への安全講習会の参加要請など再発防止に努めました。 

 



 

⑴  会議の開催  ・安全・適正就業委員会  開催回数２回 

⑵  講習会の開催 ・交通安全講習会     参加者１８名 

                ・交通安全啓発講義    参加者１８名 

７ 調査研究 

   会員や地域住民へのアンケート調査を実施し、シルバーに対する意見・要望・苦情を知る

と共に会員から事務局に対して一層改善の要望や指摘を伺い今後の事業運営に反映させ、地

域から信頼されるセンターを目指すため調査を実施しました。 

８ 就業開拓と就業率向上 

   シルバー事業にふさわしい新規就業の開拓、高齢者のデジタル化の推進とＩＴリテラシー

の向上を継続しておこない、人材育成・確保に努めました。 

   また、適正就業を目的として会員への公平・適正な就業機会を提供するため、ＬＩＮＥに

よる情報提供と友達登録によるコミュニティー向上に努め、１９７名の登録を得ることがで

きました。 

９ 相談・情報提供 

   入会を希望する高年齢者を対象に、各地区センターで毎月開催し、併せて所属地区に関係

なく参加できることで、就業等に係る相談や情報提供の機会を増やしました。 

・入会説明会の開催  開催回数３６回、入会者数７６名 

・法律・心配ごと相談（顧問弁護士）ホームページ特設掲載、相談件数６件 

10 社会参加活動の推進 

   高齢者の社会参加活動を促進し、高齢者の生きがいの充実、健康保持増進、地域社会の活

性化としてのセンターの取り組みは、「ＳＤＧs」と深くつながります。 

事務所、センター業務での地球環境保護の取組を加え、「かがわ地方創生ＳＤＧs」として、

地域の公園や公共施設の清掃活動や資源リユース処理を実践して、地域に活動を発信しまし

た。 

・清掃奉仕活動         ・善通寺地区センター  参加者２４名 

                   ・まんのう地区センター 参加者１６名 

                   ・琴平地区センター   参加者１２名                  

11 その他の事業 

   高齢者を対象にしたシルバー交流サロン「仲善広場」の運営を実施し、地域住民とのふれ

あいを深めシルバー事業の拡大につなげました。 

今年度は、コロナウイルス感染症の対策を行い、工夫をしながら、全ての開催予定日に実

施することができました。 

   ・「仲善広場」の実施  開催回数２０回 利用者 延２２７名 

 

 



 

Ⅱ 法人管理事業 

 

１ 会員の状況 

   令和６年３月末現在の会員数は、男性５７１名、女性３６８名、合計９３９名となってい

ます。地区別では善通寺地区４７０名、まんのう地区３２３名、琴平地区１４６名となって

います。 

２ 公益法人制度の対応 

   平成２４年４月１日から移行した公益法人運営は、関係機関の指導、助言のもと、健全な

財政運営を図り、適切な財産管理をおこないました。 

３ 定時総会等の開催  

   ・会議名 定時総会       開催回数 １回 

   ・会議名 理事･監事合同役員会  開催回数 ６回 

   ・会議名 理事･監事臨時役員会  開催回数 １回 


